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総
会
は
、
千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
扇
谷
委
員

を
議
長
に
選
出
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

挨
拶
に
立
っ
た
古
川
会
長
は
、
冒
頭
「 

過
去
の
組
織
問
題
の
教
訓
を
生
か
し
て

い
な
い
一
部
の
Ｏ
Ｂ
が
、
現
職
に
迷
惑
を 

か
け
て
い
る
事
を
お
詫
び
す
る
」
と
述
べ

た
後
、
安
倍
政
権
の
「
戦
争
政
策
」
に
反 

対
し
、
現
職
と
共
に
「
た
し
ろ
か
お
る
」 

応
援
の
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
訴

え
ま
し
た
。 

            

そ
の
後
、
奥
山
本
部
副
委
員
長
、
美
世 

志
会
の
梁
次
さ
ん
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡

会
の
川
端
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
「
自
然
と
人
間
社
」
、「
鉄
道
フ
ァ 

ミ
リ
ー
」
、「
９
条
連
」
、「
美
世
志
会
」
か 

ら
も
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

  

              

休
憩
を
は
さ
ん
で
「
経
過
と
活
動
方
針 

（
案
）」、「
会
計
報
告
と
会
計
監
査
報
告
」
を 

巡
っ
て
質
疑
討
論
が
行
わ
れ
、
12
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
の
13
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

＝ 

主
な
発
言
内
容 

＝ 


 

他
地
本
に
現
職
の
選
挙
方
針
を
批
判

し
、
当
該
地
本
と
話
し
合
い
を
拒
否 

し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
動
き
が
あ
る 


 

「
た
し
ろ
議
員
激
励
と
国
会
見
学

ツ
ア
ー
」
は
、
た
し
ろ
議
員
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
て
良
か
っ
た 


 

「
紹
介
カ
ー
ド
」
は
紹
介
す
る
人
も 

減
っ
て
、
回
収
も
苦
労
し
て
い
る 


 

エ
ル
ダ
ー
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
者
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
現
職
の
協
力
と
「
エ

ル
ダ
ー
協
議
会
」
の
活
動
で
頑
張
っ 

て
行
く 


 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
長
が
３
月
に
亡
く
な

っ
た
が
、
遺
志
を
継
い
で
頑
張
る 


 

レ
ク
を
や
っ
て
い
る
が
、
役
員
中
心 

の
参
加
な
の
で
広
く
呼
び
か
け
た
い 

 

 

こ
れ
ら
の
発
言
に
対
し
て
本
部
と
本

部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
後
、
「
原

発
避
難
者
や
反
基
地
闘
争
を
闘
っ
て
い

る
人
達
と
の
連
帯
行
動
を
す
る
」
な
ど
の

活
動
方
針
を
、
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
情
報
紙
発
行
で
は
、
８
つ
の
Ｏ
Ｂ 

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
、
島
崎
副
会
長
（
東
京
） 

と
岸
会
計
監
査
員
（
横
浜
）
が
退
任
さ
れ
、 

新
た
に
副
会
長
に
廣
瀬
氏
（
東
京
）
、
会

計
監
査
員
に
扇
谷
氏
（
千
葉
）
が
選
出
さ 

れ
ま
し
た
。 

   

今
総
会
は
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
と
本 

部
か
ら
も
２
人
の
副
委
員
長
と
Ｏ
Ｂ
担

当
中
執
も
参
加
さ
れ
、
現
職
と
更
に
連
帯

を
強
め
て
い
く
事
が
確
認
さ
れ
た
総
会

と
な
り
ま
し
た
。 
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)） 

福島と沖縄で連帯する方針を決定 

Ｊ Ｒ 東労組ＯＢ 会第 19回定期総会報告 

 

議
長
に
扇
谷
氏
を
選
出 

13
名
の
委
員
か
ら
発
言 

４
月
22
日
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
大
会
議
室
で
、「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
第
19
回
定
期

総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
委
員
と
、
た
し
ろ
参

議
員
を
始
め
来
賓
を
含
め
て
、
総
勢
１
０
０
余
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
程
の
都
合
で
総
会
冒
頭
に
挨
拶
し
た
た
し
ろ
議
員
は
、
「
民
主
党
公
認
内
定
と

全
自
交
労
組
の
推
薦
を
受
け
、
第
一
段
階
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
年
金

問
題
や
高
齢
者
の
課
題
解
決
の
た
め
頑
張
っ
て
行
く
の
で
、
御
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

        

＝ バスＯＢの組織化、交流・親睦とレクの活発化も ＝ 

 定期総会で挨拶する古川会長 

来賓挨拶する 

たしろ参議員 

現
職
と
の
絆
を
強
め
た
総
会
に 

２
０
１
５
年
度
新
役
員
体
制 

 

顧 
 
 

問 
 

大
熊 

勝
明
（
東
京
） 

会 
 
 

長 
 

古
川 

建
三
（
仙
台
） 

副 

会 

長 
 

佐
々
木
源
幸
（
盛
岡
） 

 
 

〃 
 
 
 

廣
瀬 

隆
之
（
東
京
） 

 
 

〃 
 
 
 

戸
谷 

富
男
（
大
宮
） 

 
 

〃 
 
 
 

竹
島 

敏
博
（
長
野
） 

事
務 

局
長 

 

伊
藤 

義
男
（
東
京
） 

事
務
局
次
長 

 

本
田 

祥
章
（
八
王
子
） 

 
 

〃 
 
 
 

川
崎 

昭
雄
（
東
京
） 

 
 

〃 
 
 
 

植
松 

 

健
（
八
王
子
） 

 
 

〃 
 
 
 

森 
 

 

優
（
本
部
） 

会
計
監
査
員 

 

扇
谷 

健
七
（
千
葉
） 

 
 

〃 
 
 
 

森 
 

泰
克
（
大
宮
） 

 

今
年
度
も
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 



 
  

 
 

 

昨
年
の
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
以

降
、
た
し
ろ
議
員
の
応
援
行
動
、
三
地
本

交
流
会
、
秋
レ
ク
開
催
に
引
き
継
ぎ
、
今

回
初
め
て
「
花
見
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

今
回
は
桜
の
開
花
時
季
に
合
わ
せ
、
花
見

＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
よ
う
と
幹
事
会

で
議
論
し
、
開
催
日
を
４
月
11
日
と
し
、

場
所
も
水
戸
線
宍
戸
駅
か
ら
徒
歩
で
30

分
程
の
笠
間
市
北
山
公
園
と
し
ま
し
た
。 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
と
地
本
か
ら
の
来
賓
を
含
め
総
勢

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
屋
根

付
き
の
場
所
が
と
れ
、
昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
キ

ャ
ベ
ツ
や
玉
葱
を
手
際
よ
く
切
り
刻
み
、
鉄

板
を
用
意
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
準
備
完
了

と
な
り
ま
し
た
。 

12
時
に
栗
村
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
鈴
木
Ｏ
Ｂ
会
長
、
島
崎
本
部
Ｏ
Ｂ 

会
副
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
江
幡
事
務

局
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
盛
大
に
開
催
と
な 

    

 

 

     

 
 

  

    

り
ま
し
た
。 

挨
拶
の
中
で
は
た
し
ろ
議
員
の
応
援
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
こ
と
が

述
べ
ら
れ
、
全
員
で
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

寒
い
と
い
う
こ
と
で
熱
燗
も
用
意
さ
れ
、

賑
や
か
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
準
備
し
た
食

材
や
飲
み
物
は
予
定
時
間
よ
り
も
早
め
に

底
が
つ
き
、
狩
谷
副
会
長
の
締
め
の
挨
拶
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
レ
ク
に
は
昨
年
参
加
で
き
な
か
っ
た 

会
員
も
参
加
し
、
「
レ
ク
は
、
久
し
ぶ
り
に
会

う
人
も
い
て
楽
し
い
」と
の
声
や
、
差
し
入
れ 

を
持
っ
て
来
た
会 

員
も
い
ま
し
た
。 

今
後
も
水
戸 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
と 

し
て
会
員
が
集 

ま
る
レ
ク
を
開 

催
し
ま
す
。 

（
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
） 

            
 

   

丸
」
が
展
示
し
て
あ
る
「
夢
の
島
公
園
」
に
行 

   

＝
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
＝ 

当
日
は
天
候
不
順
が
心
配
さ
れ
た
が
、
桜

も
Ｏ
Ｂ
会
に
味
方
し
、
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。 

会
場
の
大
宮
公
園
に
は
、
１
０
０
名
を
超
え

る
仲
間
が
集
い
、
来
賓
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
地
本

書
記
長
、
美
世
志
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

受
け
盛
会
の
内
に
宴
を
進
め
ま
し
た
。 

ま
た
大
宮
総
車
セ
の
若
い
仲
間
の
協
力

を
得
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
退
一
致
で
参

院
選
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
桜
の
下
で
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

＝
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
＝ 

当
日
は
雨
で
、
予
定
し
て
い
た
柏
尾
川

堰
堤
を
諦
め
、
12
時

15
分
か
ら
地
本
会

議
室
で
来
賓
の
貨
物
労
組
の
仲
間
も
含
め

60
数
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

徳
永
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら
は
、「
安
倍

政
権
の
暴
走
を
許
さ
ず
、
沖
縄
の
人
達

を
応
援
し
よ
う
」
、
ま
た
倉
茂
副
委
員
長

か
ら
は
労
使
の
現
状
な
ど
の
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。
宴
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
の

中
で
進
め
ら
れ
、
予
定
を
超
え
ま
し
た
。 

              

                    
   

                  

                                     

今
月
は
盛
岡 

き
遣
唐
使
の 

 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の 

ウ 
 

川
柳
を
嗜
む
玉 

 
 

三
郎
こ
と
雅
号
、 

「
熊
谷
岳
朗
」
、
本
名
熊
谷
初
郎
さ 

ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

川
柳
を
始
め
た
動
機
は
盛
岡
車
掌 

区
の
乗
務
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た 

昭
和
58
年
当
時
「
盛
鉄
川
柳
会
」
主 

宰
者
の
先
輩
に
美
味
し
い
酒
が
飲
め 

る
ヨ
と
誘
わ
れ
た
こ
と
か
ら
で
す
。 

入
会
し
て
３
年
目
に
才
能
が
認
め 

ら
れ
、「
熊
谷
岳
朗
」
は
、
国
鉄
文
芸
総 

        

裁
表
彰
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
北
放
送
文
化
賞
な
ど 

数
多
く
の
入
賞
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。 

現
職
時
代
に
は
東
労
組
文
芸
部
に
所
属 

し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
展
に
も
寄
与
さ 

れ
ま
し
た
。 

   

退
職
後
は
川
柳
教
室
や
講
演
、
月
刊
誌 

「
せ
ん
り
ゅ
う
紫
波
」
の
編
集
に
携
わ
り
、 

岩
手
川
柳
連
盟
副
理
事
長
な
ど
の
役
職
に 

就
き
、
全
国
行
脚
の
多
忙
な
日
々
を
送
っ 

て
い
ま
す
。 

    

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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平
成
22
年
４
月
か
ら
３
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡

《
テ
レ
ビ
》、
平
成
26
年
か
ら
は
ラ
ジ
オ
に
も

生
出
演
し
、
県
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

熊
谷
さ
ん
は
仲
間
か
ら
「
く
ま
は
つ
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
お 

 
 

 
 

酒
が
入
れ
ば
“
柳
に 

 
 

 
 

 
 

 

風
”
の
玉
三
郎
に
豹

変
し
、
宴
会
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
川
柳
に 

興
味
の
あ
る
方
は
、
是 

非
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
「
ま
じ
ぇ
５
時
」 

に
投
稿
を
し
て
下
さ
い
。 

（
紫
波
町
在
住
・
熊
谷
初
郎
・
68
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

盛岡地本ＯＢ会 

川
柳
が
生
き
甲
斐 

 

水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が 

 
 

 

初
め
て
花
見
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催 

ＢＱに集う水戸のみなさん 

４
月
４
日
に
大
宮
・
横
浜
の
地
本 

 

Ｏ
Ｂ
会
が
恒
例
の
花
見
を
開
催 

 

 

 

八王子地本管内に工務連絡会が３支部ＯＢ会に結成されて 1 年を経過す

る機会に、仲間の交流を図ろうと実行委員会を作り議論を重ねてきました。 

そして 4月 18日 14時から地本会議室で、八王子・甲府・三鷹技セ（立

川）の工務職場のＯＢ会員が集まり、３支部交流会が開催されました。 

交流会には、来賓の本部ＯＢ会・地本ＯＢ会を始め、支部ＯＢ会長を含 

めて約２０名の会員が集まりました。 

平井実行委員長（甲府）の挨拶に始まり、来賓からそれぞれ激励とお祝い

の言葉が述べられ、懇親会に入りました。飲む程に本音の声が聞かれ、安倍

暴走政権への批判や秋葉原のＪＲ山手線架線鉄柱倒壊事故に対する元専門

家のＯＢから「安全軽視だ」という辛辣な批判の声が出されていました。 

また、参加者全員の自己紹介 

と近況も語られ、和やかに集い 

は進められました。 

最後に地本ＯＢ会工務連絡会 

の結成を目指して、信通・電力 

・建築等のＯＢ会員にも一人一 

人に声をかけ、「たしろかおる」 

再選に向け頑張ることを誓い終 

了しました。 

    （八王子地本ＯＢ会） 

 

 

 

八王子地本ＯＢ会が「工務３支部交流会」を開催 

「工務 3支部交流会」に参加した仲間の皆さん 

 

 

 盛岡地本ＯＢ会 第 19回定期総会 

    5月 20日 13時～    地本会議室 

 秋田地本ＯＢ会 第 19回定期総会 

    5月 23日 13時 30分～ フォ－ラムアキタ 

 仙台地本ＯＢ会 第 19回定期総会 

    5月 26日 13時～    地本会議室 

 水戸地本ＯＢ会 第 18回定期総会 

    6月 20日 14時～    （未定） 

 千葉地本ＯＢ会 第 18回定期総会 

    7月 18日 13時～   千葉市民会館 

 東京地本ＯＢ会 第 20回定期総会 

    5月 25日 13時～   北とぴあ 

 横浜地本ＯＢ会 第 19回定期総会 

    7月 11日 13時～   平塚ラスカ 

 八王子地本ＯＢ会 第 18回定期総会 

    6月 20日 13時～   三労会館 

 大宮地本ＯＢ会 第 16回定期総会 

    6月 13日 13時～ 大宮総合車両センター 

 高崎地本ＯＢ会 第 18回定期総会 

    6月 27日 14時～    地本会議室 

 新潟地本ＯＢ会 第 19回定期総会 

    6月 27日 12時 45分～  支社会議室 

 長野地本ＯＢ会 第 18回定期総会 

    5月 24日 13時 30分～ メトロポリタン長野 

各地本ＯＢ 会定期総会開催日程について 


